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第 4章では，書道テキストから抽出した字好5バランスに関する書写知識を基本規則J9 4 法と高度規則
3 6 法に分けてそれぞれ詳細に解析し，その特徴を調べている。さらに，それに基づいてi 書写知識の表
現と獲得における問題点を明らかにし，その解決の基本戦略を与えている。
第 5 章では，前章の解析により明らかにした，書写知識の表現と獲得における問題点への解決方策を実
現するための支援システムとして毛筆漢字添削システムを開発している。このシステムは，書家の持つ書
写知識が書家の漢字添削動作に強く反映されている点に着目し，書家の添削動作を観察し，データの形で記
録し，ぞのデータを解析することにより書写知識の表現と獲得の問題を解決するという戦略を採用してい
-412 一
る。本システムの特徴である書家添削モデルによりシステムが，ユーザである書家にとって使いやすい乙
と，書家の知識をデータの形で収集できること，さらに帰納学習による知識獲得が可能であること等を実
験的に示し，本システムの有効性を確かめている。
第 6 章は結論であり，本研究で得られた主な成果及びその寄与を総括的にまとめ，今後の研究方針を示
している。
論文審査結果の要旨
本論文は，人工知能の分野において，重要にしてしかも困難な問題のーっとされている知識獲得とその
表現について，書道を例として.具体的に論じた一連の研究成果をまとめたものであって，その主な成果
を要約すると次のとおりであるo
(1)漢字のもつ階層構造を分析することにより 各階層において書道用語が記述でき かっ書写知識が効
率的に表現できるデータ構造を提案し，乙れを用いた毛筆漢字字形評価システムを構築し，実験により
書写知識による毛筆漢字の字形評価が可能であることを示している。
(2) 書道テキストから抽出した既存の書写知識を体系的に整理・分類し，その各々について書写知識獲得
と表現の障害となる問題点を指摘するとともに それぞれの書写知識の特徴に合う表現方法と書写知識
獲得の基本戦略を提案し，その有効性を実験lとより確かめている。
(3) 書家の毛筆漢字添削過程を抽象化し，整理した書家添削モデルを提案し.乙れを用いた書家にとって
使いやすい毛筆漢字添削システムを開発し，書家が毛筆漢字の添削の際に無意識に利用する書写知識を
含むデータを大量に収集することに成功している。
以上のように本論文は，書写知識を実験対象として，知識の効率的な表現法の提案と知識獲得の基本戦
略並び1乙支援‘ソールを提供し 人工知能における知識獲得と表現に関していくつかの有用な知見を得てお
り，情報工学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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